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いちよし･インベスコ 世界中小型成長株ファンド（愛称：なないろ） 

2020 年 3 月 9 日における基準価額変動について 

 

いちよしアセットマネジメント株式会社 

 

下記ファンドの基準価額が大きく変動いたしましたので、ご報告申し上げます。 

ファンド名および基準価額（3 月 9 日現在） 

ファンド名 基準価額(円) 前日比(円) 騰落率 

いちよし･インベスコ 世界中小型成長株ファンド 

（愛称：なないろ） 
7,731 ▲514 ▲6.2% 

（※騰落率は小数点以下第 2 位四捨五入） 

今回の基準価額変動の主な要因は以下の通りです。 

先週末 3 月 6 日の海外株式市場は、NY ダウ工業株指数が▲1.0%、S&P500 指数が▲1.7%、独

DAX 指数が▲3.4%、英 FTSE100 指数が▲3.5%となるなど欧州を中心に総じて下落しました。

引き続き、新型コロナウイルス感染の世界景気への影響が懸念されました。 

また本日の国内株式市場も、前日の欧米株が大幅安となったことに加えて、為替が円高に振れ

たことも嫌気され、全面安の展開となりました。 

当ファンドの基準価額の算出では、海外市場部分に対して下図のとおり本日の急激な円高とな

った為替レート（前日比▲4.0%）が適用されるため、基準価額自体が円高の影響を強く受けたこ

ともあり、前営業日比▲6.2%の大幅安となりました。 

 

※ 当ファンドは、国内と海外の 2 本の株式投資信託に投資を行う「ファンド・オブ・ファンズ形式」により運

用を行っています。本日の基準価額の算出に用いられている市場価格は下記のとおりです。 

＜本日の当ファンド基準価額と海外市場価格の関係＞ 

 1日前(3/6) 本日（基準価額算出日：3/9) 

国内市場    

海外市場 
  

 

当ファンド   
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主要指数等の動き 

株価指数および為替レート 2020/3/5 2020/3/6 2020/3/9 変化率 

TOPIX  1471.46 1388.97 ▲5.6％ 

JASDAQ INDEX  146.19 136.73 ▲6.5％ 

MSCI World（米ドル建） 9,310.32 9,127.76  ▲2.0％ 

MSCI World Small（米ドル建） 499.01 488.27  ▲2.2％ 

米ドル／円  106.25 102.01 ▲4.0％ 

出所：株価指数は Bloomberg、米ドル/円は三菱東京 UFJ 銀行公表の対顧客外国為替相場仲値 
    （※変化率は小数点以下第 2 位四捨五入） 

 

今後の見通し 

今後、消費者の不要不急の外出の自粛、各種イベントの中止などによる需要の減退なども見込

まれ、新型コロナウイルスの感染拡大は一時的には経済の停滞要因となります。足下では、そう

したことへの懸念が高まっていますが、中期的には投資対象としている個別銘柄のファンダメン

タルズを反映し、次第に平静さを取り戻すものと考えております。 

当ファンドの組み入れファンドの運用者からは、このような大きな調整局面は中長期的な視点

からは優良な株式に投資を行うチャンスである可能性が高く、引き続き価値ある企業への投資機

会ととらえて、企業価値と株価を慎重に精査しながら運用を行う旨、報告を受けております。 

 

 

 


